
妹
勢
能
山
詠
の
諸
問
題

村

瀬

憲

夫

は

じ

め

に

妹勢能山詠 の諸問題(村 瀬)

万
葉
集
巻
七
雑
歌
部

「覇
旅
作
」
の
項

の
末
尾
に
、
「柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
」
所
出
の
歌
が
四
首
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の

四
首
歌
群

の
冒
頭
は
次
の
歌
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

お
ほ
あ
な
み
ち
す
く
な
み
か
み

大
穴
道
少
御
神

の
作
ら
し
し
妹
勢
能
山
を
見
ら
く
し
よ
し
も

(⑦

一
二
四
七
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
)

こ

の
歌

の
他
に
十
四
首
、
計
十
五
首

の
妹
之
山

(妹
山
)
・
勢
能
山

(背
山
)
の
歌
が
万
葉
集

に
は
見
え
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の

妹
之
山

・
勢
能
山

の
歌
に
関
わ
る
諸
問
題
に
種

々
の
側
面
か
ら
考
察
を
加
え
た

い
。
本
書
の
テ
ー

マ
で
あ
る

「編
纂

・
構
成
」
も
、

個

々
の
歌
、
個
々
の
事
象

の
具
体
的
個
別
的
な
検
討
の
積
み
重
ね
の
う
え
に
成
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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一

妹
之
山

(妹
山
)
・
勢
能
山

(背
山
)

の
歌

の
所
在
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ま
ず
妹
之
山

・
勢
能
山

の
歌
を
列
挙
し
て
お
く
。
作
歌
年
代

の
記
さ
れ

た
も

の
乃
至
は
推
定
で
き

る
も

の
を

ほ
ぼ
年
代
順

に

(
1
)

並

べ
、
そ
の
後
に
作
歌
年
代
不
詳

の
も
の
を
巻
毎

の
配
列
順
に
並
べ

1234

、
通
し
番
号
を
付
し
た
。

、

勢
能
山
を
越
ゆ
る
時
に
、
阿
閑
皇
女
の
作
ら
す
歌

き

ち

こ
れ
や
こ
の
大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と
い
ふ
名
に
負
ふ
勢
能
山

た
ち
ひ
の
ま
ひ
と
か
さ

ま

ろ

丹
比
真
人
笠
麻
呂
、
紀
伊
国

に
往
き
、
勢
能
山
を
越
ゆ
る
時
に
作
る
歌

一
首

ほ

た
く
ひ
れ
の
懸
け
ま
く
欲
し
き
妹

の
名
を
こ
の
勢
能
山
に
か
け
ば
い
か
に
あ
ら
む

か
す
が

の
く
ら
お
び
と
お
ゆ

こ
た

春
日
蔵

首

老
、
即
ち
和
ふ
る
歌

一
首

よ
う

ミ

い
も

宜
し
な

へ
我
が
背

の
君
が
負
ひ
来

に
し
こ
の
勢
能
山
を
妹
と
は
呼
ば
じ

お
ほ
き
す
め
ら
み
こ
と

さ
き
の
す
め
ら
み
こ
と

大
宝
元
年
辛
丑
の
冬

の
十
月
に
、
太
上

天
皇

・
大
行

天
皇
、

も

み
ち
つ
ね

か
み
を
か

勢
能
山
に
黄
葉
常
敷
く
神
岡

の
山
の
黄
葉
は
今
日
か
散
る
ら
む

(①
三
五
、
阿
閑
皇
女
、
持
統
四
年
六
九
〇
)

に
云
ふ
、
か

へ
ば
い
か
に
あ
ら
む

(③

二
八
五
、
丹
比
笠
麻
呂
、
持
統

・
文
武
朝
)

(③
二
八
六
、
春
日
蔵
老
、
持
統

・
文
武
朝
)

紀

伊

国

に

幸

す

時

の
歌

十

三

首

(う
ち

の
第

一
〇
首
)

(⑨

一
六
七
六
、
作
者
未
詳
、
大
宝
元
年
七
〇
こ



57 6

を
だ

の
つ
か
ふ

小
田
事
の
勢
能
山
の
歌

一
首

ま

き

こ

真
木

の
葉

の
し
な
ふ
勢
能
山
し

の
は
ず
て
我
が
越
え
行
け
ば
木

の
葉
知
り
け
む

(③
二
九

一
、
小
田
事
、
文
武
・
元
明
朝
)

い
で
ま

あ
と
ら

神
亀
元
年
甲
子
の
冬
の
十
月
に
、
紀
伊
国
に
幸
す
時
に
、
従
駕
の
人
に
贈
ら
む
た
め
に
娘
子
に
眺

へ
ら
れ
て
笠
朝
臣
金
村

の
作
る
歌

一
首

井
せ
て
短
歌

(う
ち
の
第

一
短
歌
)

後
れ
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
租
伊
の
国
の
妹
背
乃
山
に
あ
ら
ま
し
も

の
を

(④
五
四
四
、
笠
金
村
、
神
亀
元
年
七
二
四
)

あ
さ
ご
ろ
も

ま

わ
ぎ

も

麻

衣
着
れ
ば
な

つ
か
し
紀
伊
の
国

の
妹
背
之
山
に
麻
蒔
く
我
妹

(⑦
一
一
九
五
、
藤
原
卿
、
神
亀
元
年
七
二
四
か
)

妹勢能 山詠の諸問題(村 瀬)

111098

き

ぢ

ふ
た
か
み
や
ま

い
も

紀
伊
道
に
こ
そ
妹
山
あ
り
と
い
へ
玉
く
し
げ
二
上
山
も
妹
こ
そ
あ
り
け
れ

た
だ

う
ち
は
し

勢
能
山
に
直
に
、向

へ
る
妹
之
山
こ
と
許
せ
や
も
打
橋
渡
す

ま

な

ご

へ

人
に
あ
ら
ば
母
が
愛
子
そ
あ
さ
も
よ
し
紀
の
川
の
辺
の
妹
与
背
之
山

わ

ぎ

も

こ

我
妹
子
に
我
が
恋
ひ
行
け
ば
と
も
し
く
も
並
び
居
る
か
も
妹
与
勢
能
山

(⑦

一
〇
九

入

、

(⑦

=

九

三

、

(⑦

一
二
〇

九

、

(⑦

一
二

一
〇

、

作
者
未
詳
)

作
者
未
詳
)

作
者
未
詳
)

論

作
者
未
詳
)
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12

妹
に
恋
ひ
我
が
越
え
行
け
ば
勢
能
山

の
妹
に
恋
ひ
ず
て
あ
る
が
と
も
し
さ

1314

こ
と

妹
が
あ
た
り
今
そ
我
が
行
く
目
の
み
だ
に
我
に
見
え
こ
そ
言
問
は
ず
と
も

お
ほ
あ
な
み
ち
す
く
な
み
か
み

大
穴
道
少
御
神
の
作
ら
し
し
妹
勢
能
山
を
見
ら
く
し
よ
し
も

15

紀
伊
の
国

の

た
ま
ほ
こ

と

玉
鉾

の

ひ
り

あ
は
び
た
ま

浜
に
寄
る
と
い
ふ

飽

玉

拾

は
む
と
言
ひ
て

妹
乃
山

ゆ
ふ
う
ら

道
に
出
で
立
ち

夕
占
を

我
が
問
ひ
し
か
ば
…
…

鰯

(⑦

一
二
〇
入
、
作
者
未
詳
)

(⑦

一
二

一

、
作
者
未
詳
)

(⑦

一
二
四
七
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
)

勢
能
山
越
え
て

行
き
し
君

い
つ
来
ま
さ
む

(⑬
三
三

一
八
、
作
者
未
詳
)

以
上
の
十
五
首
で
あ
る
。
た
だ
13
の

一
二

=

番
歌
に

つ
い
て
は
、
妹
之
山
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
数
え
ず
、
計
十
四
首
と
さ
れ
て

い
る
場
合
も
多

い
。
し
か
し
当
該
歌
の
巻
七
に
お
け
る
配
列
様
態
か
ら
考
え
て
、
「妹
が
あ
た
り
」

の

「妹
」
に
は
、
「妹

(恋
人
)
」

と

「妹
之
山
」

の
両
方

の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

つ
ま
り
当
該
歌
は
紀
伊
国
関
係

の
歌
を
収

め
た
歌
群

の
中
に

ヤ=

(2

)

あ

り
、
し
か
も
当
該
歌

の
直
前
に
置
か
れ
た
四
首

(⑦

=

九
三
、

=
一〇
九
、
一
二
一
〇
、
一
二
〇
八
)
に
は
い
ず
れ
も
妹
之
山

・
勢
能

山
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
当
該
歌
も
妹
之
山
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
採
択
さ
れ
こ
の
位
置
に
配
さ
れ
た
と
考
え

て
よ
い
。

1
～
7
が
、
作
歌
年
代
の
ほ
ぼ
判
明
す
る
も
の
、
8
～
15
が
作
歌
年
代
不
詳
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿

の
冒
頭
に
掲
げ
た
人
麻
呂
歌

集
所
出
の

一
二
四
七
番
歌
に

つ
い
て
は
、

ひ
と
ま
ず
作
歌
年
代
不
詳
の
グ

ル
ー
プ
の
14
に
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
本
稿
で
扱
う

主
要
な
問
題

の
ひ
と
つ
で
あ
る
の
で
、
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
。



二

妹

之

山

・
勢

能

山

の
所

在

ニ
ー

一

勢
能
山
の
所
在

勢
能
山

の
所
在
に
つ
い
て
は
、
す

で
に

『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年

(六
四
六
)
正
月

一
日
条
に
、
次

の
よ
う

に
見

え
る
。

う
ち
つ
く
に

な

ば

り

よ
こ
か
は

こ
の
か
た

き

せ
の
や
ま

、.

あ

か

し

く
し
ふ
ち

あ

ふ

み

凡
そ
畿

内
は
、
東
は
名
墾
の
横
河
よ
り
以
来
、
南
は
紀
伊
の
兄
山
よ
り
以
来
、
西
は
赤
石
の
櫛
淵
よ
り
以

来
、
北
は
近
江

の

さ

さ

な
み

あ
ふ
さ
か
や
ま

う
ち

つ
く

に

狭
狭
波

の
合
坂
山
よ
り
以
来
を
、
畿
内
国
と
す
。

現
在
、
紀
ノ
川
の
北
岸

(右
岸
)
、
伊
都
郡
か

つ
ら
ぎ
町
背
ノ
山
に
あ
る
背
山

(標
高
一
六
入
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
。
異
説
は
な
い
。

妹勢能山詠の諸問題(村 瀬)

ニ
ー
二

妹
之
山
の
所
在
ー
景
観
ー

妹
之
山
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
犬
養
孝

「妹
と
背

の
山
考
-
旅
こ
こ
ろ
ー
」

(『萬
葉
の
風
土
』
〔続
〕
一
九
七
二
年
、
塙
書
房
。
初
出
は
一

九
六
〇
年
)
の
次
の
主
張
が
通
説
と
な

っ
て
い
る
。

「妹

の
山
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
異
説
多
く
、
詞

の
あ
や
の
み
で
実
在
し
な

い
と
す
る
も

の

(『玉
勝
間
』
等
)
、
背

ノ
山
の
二
峯

の
い
つ
れ
か
と
す
る
も

の

(本
居
内
遠

『妹
山
背
山
弁
』)、
背

ノ
山
と

一
渓
流
を
隔
て
背

ノ
山
と
並
ん
で
紀
ノ
川
北
岸

に
あ

る
と

み

よ

し

す
る
も

の

(『新
考
』)、
紀
ノ
川
南
岸
で
背
ノ
山
と
相
対
し
た
伊
都
郡
見
好
村
西
渋
田

(現
在
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
属
す
)
に
属
す
る
長

者
屋
敷
と
い
は
れ
る
丘
と
す
る
も

の

(『紀
伊
続
風
土
記
』
等
)
等
諸
説
が
あ
り
、
な
ほ
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
が
、
五
万
分

の
地
図
に
妹
山

(
一
二
四
メ
ー
ト
ル
)
と
あ
る
続
風
土
記

の
説
の
長
者
屋
敷

の
丘
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
妹
之
山
ー1
長
者
屋
敷
説
に
は
疑
問
も
あ
る
。
例
え
ば
澤
潟
久
孝
著

『萬
葉
集
注
繹
』

〔巻
第
三
、
巻
第
七
〕
(
一
九
五
八
年
、
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妹勢能lll詠の諸問題(村 瀬)

一
九

山
ハ
Q

館+
、
中

央

公

軌醐
祉

)

が

鱒

禽

の
川
を

へ
だ
て
て
対
岸
に
も
山
は
あ
る
が
、
響

と

甑

並
び
称
す
る
に
ふ
さ
は
し

い
形
に
な
つ
て
ゐ
な
い
。

摺

(③
二
八
五
の
注
釈
)

耕M

北月
山
は
は
つ
き
り
独
立
し
た
山
で
あ
る

が
、
村
岸
の
山
は

機

幾
悪

も
重
な
つ
て
ゐ
て
、
前
方

の
山

は
背
山
程
の
高
さ

獅

で

あ

る

が

そ

の
う

し

ろ

は

背

山

よ

り

も

高

く

な

つ

て

を

撰勤

り

、

妹

背

と

い

ふ

に

ふ
さ

は

し

く

な

い
感

で

あ

る

…

…

山

佐

、

背

の

(⑦

一
〇
九
八
の
注
釈
)

難

繋

ζ

磐

媛

寮

禦

妹
童

並
び
称
す
る
に
は
歪

ら

切
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
写
真
A
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
よ

物

う
に

誠
に
も

っ
と
も
な
指
摘
で
あ
ゑ

蝦

ま
た
8
の

一
〇
九
八
番
歌
は
、
紀
伊
道
に
あ
る
妹
之
山
を
通

騨

し
て

大
和
の
工
志

に
も
撃

雌
岳
の
二
峰
が
あ
る
こ

鰍

と
、
す
な
わ
ち
妹
之
山
が
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
い
た
と
い

」

う
趣
旨
の
歌
で
あ
る
。
写
真
B

の
二
上
山
の
山
容
か
ら
も
容
易

馳覇

に
納
得

で
き
る
よ
う
に
、
背
山
と
長
者
屋
敷

と
で
成
す
妹

・
背

駐

写
)

の
景
観
は
、
二
上
山
の
景
観
と
は
火
き
く
異
な
る
。
妹
之
山
11
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長
者
屋
敷
説
は
再
検
討
の
要
が
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
本
居
内
遠

(
一
七
九
二
年
生
、

一
入
五
五
年
没
。
和
歌
山
藩
に
仕
え
た
。
本
居
大
平
の
養
子
)

の
説
が
顧

み
ら
れ

る
。

セ
マ
リ

元
来
背

の
山
と
云
る
は
、
此
所
に
て
両
岸
の
山
相
狭
て
、
咽
喉
を
な
せ
る
よ
り
、
往
古
畿
内
の
界
と
も
せ
ら

れ
、
い
ま
も
伊
都

セ
ノ
ヤ
マ

ツ

那
賀

の
郡
界
と
も
な
れ
ば
、
迫
山
と
云
て
あ
り
し
を
、
此
山
の
峯
二

あ
り
て
、
相
並
し
形
象
あ
る
よ
り
、

風
騒
の
士
、
そ
の

ス
ペ

元
来

の
迫
の
山

の
名
を
、
妹
妖
の
義

に
取
な
し
て
、9
詠
じ
来
れ
る
よ
り
、
名
高
く
な
り
た
れ
ど
も
、
此
山
を
総

て
い
ふ
に
は
、

背
の
山
と
億
駕
の
ま

・
に
云
も
し
、
物
に
記
し
も
t
る
事
に
て
、
妹

の
山
背
の
山
と
云
る
は
、
文
人
の
詞
章

に
の
み
擁

は
云

イ
ヅ
レ

ヨ
ビ
ワ
ケ

ツ

て
、
何

の
方
の
峯
を
妹

の
山
と
も
背
の
山
と
も
、
定
め
て
喚
分
た
る
に
は
非
ず
、
只
峯
二

あ
る
よ
り
云
る
な
れ
ば
、
後

々
ま

モ

ト

タ
シ
カ

イ
ヅ

レ

で
も

、

背

の
山

の
名

は

従

来

の
ま

・
に

、

山

の
名

に
も

村

の
名

に
も

残

れ

る

を

、

妹

山

は

確

に
何

と
定

め

た

る
方

な

け

れ

ば

、

知

ら

ず

な

り

て
、

…

…

(本
居
内
遠

「妹
山
背
山
弁
」

『本
居
内
遠
全
集
』

〔
『本
居
宣

長
全
集
』

(第

十
二
巻
)
〕
)

背

山

は

二

つ
の

峰

を

持

つ

(写
真
C
参
照
)
。

ひ

と

つ
は

城

山

(背

山

の
東
北
側

の
峰
。
写
真
C

の
右

の
峰
。
標
高

一
六
八

メ
ー
ト

ル
)

で

あ

り

、

ひ

と

つ
は
鉢

伏

山

(背
山
の
東
南
側
。
写
真
C
の
左

の
峰
。
標
高

一
六
一ニ
メ
ー
ト

ル
)
で

あ

る

。

こ

の
二

つ
の
峰

が

織

り

な

す

景

観

が

、

(
い
ず

れ

の
峰

を

妹

山

と

す

る

か

は
特

定

で
き

な

い
が

)

妹

之

山

・
勢

能

山

で

あ

っ
た

と
、

本

居

内

遠

は
主

張

す

る

の

で
あ

る
。

本

居

宣

長

も

、

8

の

一
〇

九

八

番

歌

に
触

れ

て

「
二

上

山

も

妹

こ

そ

あ

り

け

れ

」

と

よ

め

る

も

、

二

上

山

に

、

ま

こ

と

妹

と

い

ふ

が

あ

る

に

は

あ

ら

ね

ど
、

峯

二

つ
あ

る

に

よ

り

て
、

ま

う

け

て

さ

は
よ

み

つ
る

な

れ

ば
、

き

の
国

な

る

も

兄

の
山

と

い

ふ
名

に

つ
き

て
、

さ

も

い

ふ

べ

き

こ
と

也

。

(「
妹
背

山
」

『玉
か

つ
ま
』

〔九

の
巻
〕
)
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と
述

べ
て
い
る
。
妹
之
山
の
所
在
を
考
え
る
際
に
、
二
上
山
の
山
容
は
無
視
で
き
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
上
代

の
文
献
に
現
れ
る

筑
波
山
に
し
ろ
、
越
中
国
の
二
上
山
に
し
ろ
、
二
峰
を
持

つ
山
は
男
女
、
妹
背
の
発
想
を
持

っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
筑
紫
国

の

「杵
嶋
」
は
、
三
つ
の
峰
を
持

つ
が
、
ひ
と

つ
を

「
比
古
神
」
、
ひ
と
つ
を

「比
売
神
」
、
ひ
と
つ
を

「御
子
神

」
と
称
し
て
、
夫

婦
と
そ

の
子
と

い
う
発
想
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る

(『風
土
記
』
〔逸
文
〕)。
紀
伊

国゚

の
妹
之
山

.
勢
能
山
の
発
想

も
、
二
峰
の
山
容

に
由
来
す
る
と
み
る
の
が
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

妹勢能 山詠の諸問題(村 瀬)

ニ
ー
三

妹
之
山
の
所
在
-
旅
び
と
の
ま
な
ざ
し
ー

こ
の
内
遠
の
主
張
の
正
当
性
は
、
種

々
の
側
面
か
ら
検
証
で
き
る
よ
う

に
思
う
。
以
下
具
体
的
に
検
証
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
注
目

し
て
お
く

べ
き
は
、
妹
之
山
が
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
万
葉
後
期
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
歌
年
代

の
分

か
る
歌

の
中

で
、
妹
之
山
詠

の
初
出
は
、
6
の
五
四
四
番
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
題
詞
に
よ
れ
ば
、
神
亀
元
年

(七
二
四
)
十

月

の
聖
武
天
皇
紀
伊
国
行
幸

の
折
の
作
で
あ
る
。
7
の

=

九
五
番

の
藤
原
卿

の
詠
も
、
神
亀
元
年
の
行
幸
時

の
作
と
推
定
し
て
よ

い

。そ
し
て
妹
之
山
詠
が
後
期
に
現
れ
る
こ
と
と
深
く
関
連
し
て
注
目
す
べ
ぎ
は
、
2
、
3
の
二
八
五
と
二
八
六
番
歌
の
や
り
取
り
で

あ
る
。
二
八
五
番
歌
は
、
「勢
能
山
」
に
、
旅
に
あ

っ
て
い
つ
も
心
に
懸
か

っ
て
離
れ
な

い

「妹
」
と

い
う
名
を

付
け
た
ら
ど
う

だ

ろ
う
、

つ
ま
り

「
勢
能
山
」
改
め

「妹
之
山
」
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
提
案
し
た
歌
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
丹
比
笠
麻
呂
と
春
日

蔵
老

が
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
時
、
目
の
前
に
妹
之
山
が
存
在
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
は
あ
り
得
な

か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

こ
の
時
点
で
は
妹
之
山
は
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
、
す
で
に
犬
養
孝
論
文

(前
掲
)
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「勢
能
山
」
の

「
セ
」
か
ら

「背
」
が
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連
想

さ
れ
、
そ
の

「背
山
」
か
ら

「妹
」
が
連
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
連
想
が
、

(当
時
は
存
在
し
な
か
っ
た
)

妹
之

山
を
そ
の
後
生
み
出
し
て
い
く
原
動
力
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
妹
之
山
は
、
妻

・
恋
人
を
家
郷

(都
)

に
残
し
て
道
行
く

旅

び
と

(都
び
と
)
が
、
背
と
妹
と
の
連
想

の
中
で
作
り
あ
げ
て
い
っ
た
山
の
名
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
妹
之
山
が
歌
に
詠
ま
れ
る
の

が
、

万
葉
後
期
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
こ
の
こ
と
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
妹
之
山
の
所
在
の
確
定
は
、
こ
の
地
を
道
行
く
旅
び
と
の
目
線
に
従

っ
て
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と

い
う

こ
と
に
な
る
。
で
は
旅
び
と
の
目
線
が
捉
え
た
勢
能
山
の
山
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
当

時

の
南
海
道

の
道
筋
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
幸

い
地
元
在
住

の
木
村
哲
也
氏
を
中
心
と
す
る

「笠
田
万
葉
サ
ー
ク
ル
」
の
方
々

の
、

地
の
利
を
活
か
し
た
地
道
で
根
気
強
い
踏
査

の
継
続
の
結
果
、
真
土
山

(大
和
国
と
紀
伊
国

の
国
境
に
位
置
す
る
)
か
ら
背
山

へ
至
る
道
筋
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ご
く
大
雑
把
に
言
え
ば
、
紀
ノ
川
の
河
岸
段
丘
に
沿

っ
て
い
た
。

つ
ま
り
紀
ノ

(
4
)

川
に
沿

っ
て
走
る
、
現
在
の
国
道
24
号
線
よ
り
も
、
か
な
り
北
側
の
山
際
を
通

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
最
近
の
発
掘

調
査
に
よ

っ
て
次
第
に
確
か
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
『柞
田
荘

(窪

・
萩
原
遺
跡
)
1
紀
ノ
川
流
域
下
水
道
伊
都
浄
化

セ
ン
タ
ー
建
設

か
せ

だ

に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
1
』
(二
〇
〇
〇
年
二
月
、
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
)
に
よ
れ
ば
、
「
柞
田
荘
絵
図
」

(平
安
時
代
末

期

の
作
と
推
定
さ
れ
る
)
に
描
か
れ
た

「大
道
」

(こ
の
道
が
古
代

の
南
海
道
の
道
筋
を
考
え
る
際

に
重
要
な
指

標
と
な
る
)
は
、

「
下
位
段
丘
面
」

(標
高

は
五
〇
ー
六
〇
メ
ー
ト

ル
ぼ
ど
。
佐
野
か
ら
笠
田
中
を

へ
て
窪
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
)

に
求
め
る
の
が

よ
く
、
「現
在

の
J
R

の
線
路

(和
歌
山
線
)
も
し
く
は
そ
の
さ
ら
に
北
側
の
現
在
の
道
あ
た
り
と
考
え
て
大
過
な

い
」
と
い
う
。

こ
の
道
々
か
ら
見
え
る
背
山
は
、
二
峰
が
く

っ
き
り
と
確
認
で
き
る
山
容
を
持

つ
。
写
真
C
は
、
当
時
の
道
筋
近
く
に
あ

っ
た

さ

や

「佐

野
寺
」

(奈
良
時
代
前
期

の
建
立
)

の
跡
、
「佐
野

(狭
野
)
廃
寺
跡
」
付
近
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時

の
旅
び
と

の

(5
)

目
線
は
、
二

つ
の
峰
を
持

つ
背
山
の
山
容
を
し

っ
か
り
と
捉
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
み
る
時
、
2
、
3
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
都
に
残
し
て
き
た
妹
を
恋
う
旅
ぴ
と
の
心
が
、
目
の
前

の
背
山
の
二
峰
を
、

妹
之
山

(妹
山
)
・
勢
能
山

(背
山
)
と
見
な
し
て
い
っ
た
、
す
な
わ
ち
妹
之
山
と
い
う
山
の
名
を
作
り
出
し
て

い
っ
た

(命
名
し

て

い
っ
た
)
過
程
が
よ
く
理
解
で
き
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

妹勢能山詠 の諸問題(村 瀬)

ニ
ー
四

妹
之
山
の
所
在
-
背
山
二
峰
説

の
確
認
-

竃

で
は
内
遠
の
妹
勢
能
山
11
背
山
二
峰
説
に
依

っ
た
場
合
、
十
五
首
の
妹
之
山

・
勢
能
山
の
歌
は

一
層
適
切
に
読

め
る
か
ど
う
か
、

あ

る
い
は
不
都
合
の
生
じ
る
も
の
は
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず

ー
の
三
五
番
歌
は
、
持
統
天
皇
四
年

(六
九
〇
)
に
行
わ
れ
た
紀
伊
国
行
幸

の
折
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
阿
閑
皇
女
が
勢
能

山
を
感
慨
深
く
詠
じ
た
の
は
、
単
に
大
和
で
有
名
に
な

っ
て
い
た
勢
能
山
を
、
今
目
の
当
た
り
に
し
た
感
激
の
み
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
前
年
の
四
月
に
亡
く
し
た
夫

(草
壁
皇
子
)

へ
の
思
い
が
連
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
勢
能
山
の

「
セ
」
に

「背
」
が
意

識

さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
稲
岡
耕
二

「大
名
持
神
社
と
人
麻
呂
歌
集
-
人
麻
呂

の
工
房
を
探
る

(其

の
三
)
1
」

(『萬
葉
』
第

一
八
八
号
、
二
〇
〇
四
・
六
)
は
す
で
に
、
「
こ
の
勢
能
山
越
え
の
作
は
、
雑
歌
に
分
類
さ
れ
て
は

い
る
が
、
山
名

(セ
)
に

因

む
亡
夫

へ
の
相
聞
歌
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

先
に
8
の

一
〇
九
入
番
歌
に
は
二
上
山
の
二
峰
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
二
上
山
と
言
え
ば
、
大
津
皇
子
が
二
上

山

に
移
葬
さ
れ
た
時
、
大
伯
皇
女
が
詠
ん
だ
次
の
歌
が
想
起
せ
ら
れ
る
。

う

つ
そ
み
の
人
に
あ
る
我
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
世
と
我
が
見
む

(②

一
六
五
)

こ
の
歌
は
も
ち
ろ
ん
大
津
皇
子
の
屍
が
移
葬
せ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
大
伯
皇
女
は
二
上
山
を
詠
ん
だ
の
に
違
い
な

い
が
、
愛
す
る
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弟

を

「
わ
が
背
子
を
大
和

へ
遣
る
」
(②

一
〇
五
)
と
嘆
い
た
皇
女
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
大
和

の
二
上
山
の
二
峰
に
妹
背

の
う

つ
し
み

の
姿
を
見
、
そ
の
想

い
が
、
「二
上
山
を
弟
世
と
我
が
見
む
」
と
詠
ま
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
深
読
み
で
あ
る
と
の
畿
り
は
免
れ
な

い

が
、
勢
能
山
の
二
峰
を
見
る
阿
閑
皇
女
の
目
に
、
大
伯
皇
女
と
共
通
す
る
想
い
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
。
勢
能
山

の

二
峰
の
山
容
は
、
す

で
に
し
て
そ
の
よ
う
な
想

い
を
懐
か
せ
る
も
の
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

6
の
五
四
四
番
歌
は
、
都
に
残
さ
れ
た
娘
子
の
立
場
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
、

い
わ
ば
想
像
の
世
界
で
詠
ま
れ
た
と
い
う
設
定
で

あ

る
か
ら
、
妹
之
山
が
長
者
屋
敷
で
あ

っ
て
も
背
山
の
二
峰
で
あ

っ
て
も
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。
た
だ
実
際
の
景
観

を
知
る
笠
金
村
が

詠
じ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
、
二
峰
説
は
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。

7
の

一
一
九
五
番
歌
は
、
麻
を
蒔
い
て
い
る
我
妹
を
詠
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
紀
ノ
川
を
挾
ん
で
対
岸
に
あ
る
背
山
と
妹
山

(長

者
屋
敷
)
の
二
山
で
麻
を
蒔

い
て
い
る
我
妹
を
歌
う

の
は
、
理
屈
と
し
て
は
不
自
然

で
あ
る
。
二
峰
説
の
方
が
適
切
で
あ
る
。

9
の

一
一
九
三
番
歌
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
先
行
研
究
が
あ
る
。
木
下
正
俊

「妹
背
山
女
男
の
打
橋
」
(『萬
葉
』
第
七
三
号
、

一

九
七
〇
・
二
)
で
あ
る
。
木
下
論
文
は
妹
山
11
長
者
屋
敷
説
を
と
る
。
当
該
歌

に
詠
ま
れ
た

「
打
橋
」
と
は

「訪

れ
来

る
男
の
た
め

に
女
が
川
門

(渡
渉
場
)
に
渡
す
橋
、
夫
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
ゆ
る
し
の
橋
」
で
あ
る
と
考
え
、
「背
山

の
そ
ば
の
谷
川
に
か

け

た
丸
木
橋
な
ど
と
は
思

い
た
く
な

い
」
と
し
た
う
え
で
、
紀
ノ
川
の
中
洲
に
あ
る
島
、

い
ま
船
岡
山
と
呼
ば
れ

て
い
る
島

こ
そ
、

背

山
と
妹
山

(長
者
屋
敷
)

の
間
に
渡
さ
れ
た
打
椿
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
船
岡
山
を
打
橋
に
見
立
て
る
と
い
う

、
誠
に
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
風
景
に
注
目
し
た
、
感
銘
深

い
論
文
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
当
時
の
旅
び
と
が
取

っ
た
で
あ
ろ
う
道
筋
か
ら
考
え
て
、
こ
の
三
山
の
き
れ
い
に
並
ぶ
風
景
が
、
旅
び
と
の
目
に

つ
く

こ
と
は
難
し
か
う
た
。
三
山
の
並
ぶ
風
景
は
山
際

の
道
筋
か
ら
は
見
え
に
く
い
。
背
山
に
近
づ
け
ば
近
づ
く

ほ
ど
見
え
に
く
く

な

る
。
木
下
論
文
が
掲
載
し
て
い
る
二
葉

の
写
真
は
、

ひ
と

つ
は
紀
ノ
川
の
南
岸
か
ら
の
撮
影
で
あ
る
。
当
時

の
道
筋
は
南
岸
に
は
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な

い
。
も
う
ひ
と

つ
は

「船
岡
山
の
上
流
約

一
・
五
キ

ロ
の
北
岸
」
か
ら
の
撮
影
で
あ
る
。
現
在
も
上
流

の
三
谷
橋
か
ら
は
三
山
の

並

び
が
よ
く
望
見
で
き
る
。
し
か
し
現
在
の
紀
ノ
川
沿
い
は
、
当
時
は
川
床
か
氾
濫
原
で
あ

っ
て
、
道
は
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。

も

っ
と
北
側

の
山
際
を
通

っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
歌

の
世
界
に
お
け
る
想
像
力
、
あ
る
い
は
万
葉
び
と
の
豊
か
な
比
喩
表
現
を
無
視

し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
た
だ
当
該
歌
は
こ
こ
を
道
行
く
旅
び
と
の
詠

で
あ
る
だ
け
に
、
詠
歌

の
基
盤
と
な
る
風

景

(旅

び
と
の
ま
な
ざ
し
が
捉
え
た
風
景
)
は
、
し

っ
か
り
と
押
さ
え
て
お
く
Z

い
う
立
場
を
本
稿
は
取
り
た
い
。

い
か
に
も
散
文
的
で
あ
る
と
の
識
り
を
甘
受
し
た
う
え
で
、
当
該
歌
の
打
橋
は
、
勢
能
山
と
妹
之
山
の
間
に
か
け
た
丸
木
橋
と
思

わ

ざ
る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
丸
木
橋
と
て
、
背
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
妹
が
渡
し
た
橋
と
し
て
見
立
て
ら
れ
て
歌
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
現
在
、
背
山
の
二
峰
の
間
に
は
大
き
く
く
び
れ
た
谷
が
あ
る
。
こ
の
谷
の
底
は
川
石
で
あ
る
。
木

下
論

文
は

「有
史
以
前

の
或
る
時
期
ま
で
は
妹
背
山
は
連
な

っ
て
い
た
。

(中
略
)
地
質

の
面
か
ら
見
て
、
背
山

・
妹
山
と
も
基
盤
岩

の
上

に
洪
積
層

が
乗

っ
か

っ
た
形
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
も
、
か

つ
て
和
歌
山
大
学
の
故
原
田
哲
朗
教
授

(地
質
学
)

か
ら
、
紀
ノ
川
は
太
古
に
は
背
山

・
船
岡
山

・
長
者
屋
敷

・
北
山
に
堰
き
止
め
ら
れ
て
湖
を
成
し
て
い
た
の
だ
と
、
同
趣
旨

の
教
示

を
得

た
こ
と
が
あ
る
。
背
山
の
二
峰
の
く
び
れ
は
そ
の
な
ご
り
で
あ
ろ
う
か
。

10
の

一
二
〇
九
番
歌
に
お
け
る

「紀
の
川
の
辺

の
妹
与
背
之
山
」
と
い
う
表
現
は
、
二
山
が
紀
ノ
川
の
対
岸

に
位
置
し

て
い
て

も

、
同
じ
側
の
岸
に
位
置
し
て
い
て
も
、
ど
ち
ら
で
も
可
能
な
表
現
で
あ
る
。

11
の

一
二

一
〇
番
歌
は
、
二
山
仲
よ
く
二
並

ぶ
妹
与
勢
能
山
を
見
て
羨
ま
し

い
と
歌

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
紀
ノ
川
を
隔
て

て
対
岸
に
あ
る
二
山
で
あ
る
よ
り
、
二

つ
の
峰
が
仲
よ
く
連
な

っ
て
い
る
山
容

の
方
が
、
歌
意
に
ふ
さ
わ
し

い
。

当
時
は
川
を
渡
る

こ
と
が
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
恋
人
が
渡
り
や
す
い
よ
う
に
打
橋
を
渡
す
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
ま
し
て
や
紀

ノ
川
と
い
う
大
河
を
目
の
前
に
し
た
旅
び
と
の
感
慨

で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
「と
も
し
く
も
並
び
居
る
か
も
妹
与
勢
能
山
」
の
表
現
に
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ふ
さ
わ
し

い
の
は
、
二
峰
二
並
ぶ
風
景
で
あ
ろ
う
。

12
の

一
二
〇
入
番
歌
は
、
「我
が
越
え
行
け
ば
」
と
あ
る
。
越
え
た
の
が
勢
能
山
で
あ
る
こ
と
は
、
1
、
2
、

3
の
題
詞
に

「
勢

能

山
を
越
ゆ
る
時
」
と
あ
り
、
ま
た
5
の
二
九

一
番
歌

の

「勢
能
山
の
歌
」
に

「我

が
越
え
行
け
ば
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
確
認
で

き

る
。
ま
た
4
の

一
六
七
六
番
歌
の

「勢
能
山
に
黄
葉
常
敷
く
」
は
、
勢
能
山

の
黄
葉
を
実
際
に
踏
み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出

た
表
現
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
12
の
歌
に
お
い
て
、
今
越
え
て
行
く
勢
能
山
か
ら
眺
め
て
、
「妹
に
恋

ひ
ず
て
」

(妹
に
恋

い
焦
が

れ
ず
に

一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き
て
)
と
い
う
詠
出
が
可
能
な
の
は
、
紀
ノ
川
を
隔
て
て
対
岸
に
あ
る
長
者
屋
敷

が
妹
之
山
で
あ
る

場
合
よ
り
も
、
背
山
の
二
峰

の
ひ
と

つ
が
妹
之
山
で
あ
る
場
合
の
方
で
あ
る
。

13
の

一
二

一
一
番
歌
の

「妹
が
あ
た
り
今
そ
我

が
行
く
」
と
い
う
表
現
は
、
川
を
隔
て
た
妹
山
で
あ

っ
て
も
可
能

で
あ
る
が
、
二

峰

の
場
合
の
方
が
よ
り
身
近
に
切
実
に
妹
が
感
じ
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

最
後

に
15
の
三
三

一
入
番
歌
に
つ
い
て
見
る
。
「妹
乃
山

勢
能
山
越
え
て

行
き
し
君
」
の
表
現
に
触
れ
て
、
木
下
論
文

(前

掲
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、
、

、
南
岸

の
妹
山
と
北
岸
の
背
山
と
を
何
用
あ

っ
て
二
つ
も
越
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
も
思
え
ず
、
事
実
無
根

の

「言
葉

の
あ
や
」

と
言
わ
れ
て
も
し
か
た
の
な
い
例
で
あ
る
。
だ
が
歌

の
世
界
の
論
理
は
こ
の
種

の
合
理
主
義
に
屈
す
る
も

の
で
な

い
。
ま
し
て

や
、

こ
の
歌
は
、
紀
伊
に
旅
立

っ
た
夫
を
大
和
に
あ

っ
て
待

つ
妻
女
の
歌

(と
い
う

こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
)

で
あ
る
。
音
に

聞
く
妹
背
山
を
引
い
て
は
い
る
が
、
実
見
し
て
い
な
け
れ
ば
こ
の
程
度
の
誤
り
も
避
け
が
た
い
。

さ
き
の
9
の

一
一
九
三
番
歌

の
打
橋
の
場
合
と
同
じ
く
、
歌
の
世
界
に
お
け
る
想
像
力
と
創
造
力
を
蔑
ろ
に
し

て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
背
山
二
峰
説

の
立
場
か
ら

こ
の
歌
を
診
る
な
ら
ば
、
「妹
乃
山
勢
能
山
越
え

て
」
と
い
う

表
現
は
、
「妹
が
あ
た
り
今
そ
我

が
行
く
」

(13
の
一
二
一
一
番
歌
)
と
い
う
表
現
と
と
も
に
、
よ
り
無
理
の
な

い
自
然
な
表
現
で
あ
る
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ニ
ー
五

妹
之
山

の
所
在
-
妹
山
11
長
者
屋
敷
説
の
由
来
1

で
は
妹
山
11
長
者
屋
敷
説
は
な
ぜ
通
説
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
妹
山
の
所
在
に

つ
い
て
触
れ
た
先
行
研
究
が
、
古
今

集

の
妹
背

の
山
の
歌
を
基
に
し
て
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。
顕
昭
と
契
沖
の
発
言
を
見
よ
う
。

一
、

い
も
せ
の
山

な
が
れ
て
は

い
も
せ
の
山
の
中
に
お

つ
る
よ
し
の

・
河
の
よ
し
や
世

の
中

顕
昭
云
、
い
も
せ
の
山
と
は
紀
伊
国
に
あ
り
。
芳
野
川
を
隔
て
い
も
の
山
せ
の
山
と
て
二
山
の
有
也
。
昔

い
も
と
せ
う
と

・
河

を
隔
て
中

の
さ
か
ひ
を
論
じ
け
り
。
遂
に
妹
か
ち
て
せ

の
山
の
方
近
く
掘
て
吉
野
河
は
な
が
し
た
り
と
云
。
彼

い
も
と
せ
う

と
、
此
二
山
の
上
に
た
て
る
に
よ
り
て
此
名
を
付
た
り
。
但
此

い
も
の
山
せ
の
山
の
中
に
小
山
あ
り
。
そ
れ
を
い
も
せ
山
と
云

と
そ
彼
国
の
土
民
申
け
る
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。
考
三
禺
葉

「
云
、

せ
の
山
に
た
"
に
む
か

へ
る
い
も

の
や
ま
こ
と
ゆ
る
す
か
も
う
ち
は
し
わ
た
る

へ

こ
れ
や
こ
の
や
ま
と
に
し
て
は
我
こ
ふ
る
き
ぢ
に
あ
り
て
ふ
各
に
お
ふ
せ
の
山

わ
ぎ
も
こ
に
我
こ
ひ
ゆ
け
ば
と
も
し
く
も
な
ら
び
ゐ
し
か
も
妹
与
勢
能
山

此
等

の
歌
の
心
な
ら
ば
、

い
も
の
山
せ
の
山
別
歎
。

(顕
昭

『袖
中
抄
』
〔巻
第
十
四
〕
[文
治
二
年
=

八
六
、
三
年
頃
の
成
立
か
])
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先
、
妹
背
山
は
、
妹
山
と
背
山
と
ふ
た
つ
を

つ
・
け
て
い
へ
る
な
り
。
万
葉
に
、
せ
の
山
に
た

・
に
む
か

へ
る
妹
の
山
と
よ
め

り
。
紀
の
川
を

へ
た
て

・
、
兄
山
は
北
に
、
妹
山
は
南
に
あ
り
。
紀
川
は
吉
野
川
の
末
な
れ
は
、
流
て
は
と

い
へ
る
に
て
、
中

に
落
る
吉
野
川
と
い

へ
る
こ
と
わ
り
た
か
は
す
。
妹
背
河
も
、
紀
川
は
惣
名
に
て
、
ふ
た
つ
の
山
の
あ
は
ひ
を
行
ほ
と
の
別
名

と
知

へ
し
。
妹
背
山
吉
野
に
あ
る
や
う
に
よ
め
る
歌
と
も
は
、
万
葉
を
能
見
す
、
右
の
古
今

の
歌
に
、
な
か
れ
て
は
と
い
へ
る

心
を
得
さ
る
な
る

へ
し
。

(契
沖

「妹
背
山

川
」
〔『勝
地
吐
懐
編
』〕)

へ

い
ず
れ
も
古
今
集

の
歌
を
冒
頭
に
掲
げ
て
考
証
が
始
ま

っ
て
い
る
。
古
今
集
の
巻
第
十
五
、
恋
歌
五
の
部
の
入

二
入
番
の
歌
で
あ

378

 

る

。

題
し
ら
ず

読
人
し
ら
ず

な
が
れ
て
は
妹
背

の
山
の
な
か
に
落

つ
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世

の
中

こ
の
歌
は
妹
背
の
仲

が
疎
遠
に
な

っ
て
し
ま

い
、
流
す
涙
が
吉
野
川
と
な

っ
て
、
妹
山
と
背
山
と
の
問
を
裂

い
て
激
し
く
落
ち
流

れ

て
い
く
さ
ま
を
歌

っ
て
い
る
。

古
今
集

の
恋
の
部
は
、
恋
の
初
期
段
階
か
ら
末
期
段
階

へ
と
、
恋
の
経
過
を
追

っ
た
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
は

「恋
歌

五
」
(古
今
集
の
恋

の
部
は

一
～
五
ま
で
の
五
部
か
ち

成
る
。
し
た
が

っ
て
恋
歌
五
は
恋

の
末
期
段
階
に
属
す
る
)
の
、
し
か
も
そ

の
中

で
も
最
末
尾
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
列
位
置
か
ら
言

っ
て
も
、
「吉
野
の
川
の
よ
し
や
世
の
中
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、

こ
の
世
の
男
女
の
仲
に
疲
れ
果
て
て
諦
め
の
境
地
に
入

っ
て
い
る
、
作
者

の
心
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
心
境
を
効
果
的
に
表
現

し
た
の
が
、
妹
山
と
背
山
の
間
を
割

っ
て
激
し
く
流
れ
る
吉
野
川
の
風
景
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
該
歌

の
作
者
は
意
図

的

に
、
二
山
の
間
に
吉
野
川
を
流
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

「紀

の
川
」
で
は
な
く
、
「吉
野
の
川
」
を
用

い
た

の
は
、
吉
野
川
が



妹勢能山詠 の諸問題(村 瀬)

著
名
な
歌
枕
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
古
今
集
で
は

「吉
野
川
の
激
流
に
恋
の
思

い
の
激
し
さ
を
た
と
え
」
る

こ
と
が

「
圧
倒
的

に
」
多

か

っ
た

(片
桐
洋

一
著

『歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
』

〔増
訂
版
〕
一
九
九
九
年
、
笠
間
書
院
)
こ
と
、
そ
し

て

「
ヨ
シ

の
の
か
は
の
ヨ
シ

や

ヨ
の
な
か
」
と
い
う
音
の
連
続
を
意
図
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
万
葉
の
妹
勢
能
山
詠
は
そ
う

い
っ
た
心
情
と
は
無
縁
で
あ
る
。
妹
之
山
と
勢
能
山
と
の
間
に
あ

っ
て
隔
て
を
な
す
障
害
に

は
打
橋
を
渡
す

(9
の
=

九
三
番
歌
)
と
い
う

の
で
あ
る
。
古
今
集

の
当
該
歌
と
万
葉
歌
と
の
間
に
は
、
内
容
上

根
本
的
な
相
異
が

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
根
本
的
な
相
異
を
無
視
し
て
、
古
今
集

に
歌
わ
れ
た
、
「妹
背
の
山
」
の
風
景

か
ら
、
逆
に
万
葉

の

「妹
勢
能
山
」

の
風
景
を
付
度
し
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
に
、
妹
山
11
長
者
屋
敷
説
の
出
発
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

な

お
言
え
ば
、
そ
の
詠
ま
れ
た
心
情
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
古

今
集
の
当
該
歌
も
、
万
葉
歌
と
同
じ
く
紀
伊
国

の
妹
背
の
山

を
詠

ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
今
歌
に

「
吉
野
の
川
」
と
あ
る
が
、
現
代
の
よ
う

に
奈
良
県
内

の
流
域
が
吉
野
川
、
和

歌
山

県
内

の
流
域
が
紀
ノ
川
と

い
う
よ
う
な
行
政
区
画
を
意
識
し
て
の
表
現

で
は
な

い
。
「流
れ
て
は
」
と
あ

る

の
で
、
「吉
野

の

川
」

が
流
れ
流
れ
て
紀
伊
国

の
妹
山
と
背
山
の
間
に
割

っ
て
入
っ
た
と
見
た
の
で
あ
る
。
顕
昭
も
そ
う
考
え
て
い
る
よ
う

に
、
古
来

そ
う
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば

『夫
木
和
歌
抄
』

〔巻
第
四
、
春
部
四
〕

の

=

七
五
番
歌

(
こ
の
歌
は
、
中
世

散
侠
撰
集
の
ひ
と

つ
・で
あ
る

『
明
玉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
歌
で
あ
る
)
に

河
落
花

明
玉

平
泰
時
朝
臣

春

た
け
て
き
の
か
は
し
ろ
く
な
が
る
め
り
よ
し
の
の
お
く
に
花
や
ち
る
ら
ん

と
あ

り
、
吉
野
川
が
流
れ
て
紀
伊
国
に
至
る
と
い
う
詠
法
が
、
自
然
な
発
想
と
し
て
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

平

安
朝
以
降
、
古
今
集
は
絶
大
な
権
威
を
持

っ
て
い
た
。

一
方
万
葉
集
は
と
言
え
ば
、
後
撰
集

(天
暦
五
年
九
五
一
)
の
撰
者

の
梨

壺

の
五
人
が
、
万
葉
集
を
訓
み
解
く
作
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
よ
う
に
、
万
葉
集
が
訓
め
な
く
な

っ
て
い
た
。
し
か
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も

古
今
集
の
当
該
歌
は

古
今
伝
授
秘
伝
歌

の

一
つ
。
恨
み

・
執
着

・
諦
め
な
ど
、
読
者
が
、
時
代
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
託

し
て
理
解
し

た

一

首
。
特
に
中
世
人
の
心
を
深
く
と
ら
え
た
よ
う

だ
。

(小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注

『古
今
和
歌
集
』
〔新
日
本
古
典
文
学
大
系
〕

一
九
入
九
年
、
岩
波
書
店
)

(6
)

と
あ
る
よ
う
に
、
古
今
伝
授
秘
伝
歌
と
し
て
、
重
ん
じ
ら
れ
た
歌
で
あ

っ
た
。
そ
う
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
古
今
集

の
当
該
歌
か
ら
立

ち
あ
が
っ
て
く
る

「妹
背
の
山
」

の
山
容
が
、
後
世
に
お
け
る
万
葉
の
妹
勢
能
山
の
山
容

の
理
解
に
、
絶
大
な
影
響
力
を
持

っ
た
で

あ

ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。

本

稿
第
二
節
で
は
、
万
葉
の
妹
勢
能
山
は
都
か
ら

の
旅
び
と
が
作
り
上
げ
命
名
し
て
い
っ
た
山
で
あ
る
こ
と
、
妹
勢
能
山
は
背
山

の
二
峰
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
妹
山
11
長
者
屋
敷
説
は
、
古
今
集

の
歌

の
影
響
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。
以
上
述
べ
き
た

っ
た
大
筋
の
趣
旨
は
、
本
居
内
遠
が

「妹
山
背
山
弁
」
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し

た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
さ
ら
に
種
々
の
側
面
か
ら
検
証
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
先
人

の
先
見
を
敬
仰
し
、
こ
れ
ま
で
村
瀬

(
7
)

自
身
も
通
説
に
依
り
つ
づ
け
た
こ
と
を
省
み
つ
つ
、
妹
勢
能
山
"
背
山
二
峰
説
を
支
持
し
た
い
。
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三

編
纂
論
上
の
諸
問
題

三
-

一

人
麻
呂
歌
集
所
出
の
妹
勢
能
山
詠
11
吉
野
説

の
検
討

前
節

で
は
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
妹
勢
能
山
歌
に
つ
い
て
、
勢
能
山
単
独
詠
に
次
第
に
妹
山
詠
が
加
わ

っ
て
い
く
経
緯
を
、
妹
勢

能
山

の
所
在

・
山
容

の
問
題
と
も
関
わ

っ
て
考
察
し
た
結
果
、
妹
勢
能
山
詠
の
出
現
を
ほ
ぼ
時
間
軸
に
沿

っ
て
説
明
で
き
た
。
と
こ
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う
が
こ
の
時
間
軸
に
沿

っ
た
の
で
は
説
明
の
し
に
く

い
歌
が
あ
る
。
通
し
番
号
14
の

一
二
四
七
番

の
人
麻
呂
歌
集
所
出
歌
で
あ
る
。

稲
岡
耕
二
著

『万
葉
表
記
論
』

(
一
九
七
六
年
、
塙
書
房
)、
『万
葉
集
の
作
品
と
方
法
』

(
一
九
八
五
年
、
岩
波
書
店
)、
『人
麻
呂

の
表
現

世
界
』

(
一
九
九

一
年
、
岩
波
書
店
)
等

の
重
厚
な
研
究
は
、
人
麻
呂
歌
集
が
天
武
朝
か
ら
持
統
朝
初
期
に
か
け

て
人
麻
呂
自
身

の
手
に

よ

っ
て
筆
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
大
部
分
が
人
麻
呂
自
身

の
関
与
し
た
作
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

当
該

の

一
二
四
七
番
歌
は
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌

(古
体
歌
、
詩
体
歌
)
で
あ
る
。
稲
岡
著
書
に
よ
れ
ば
、
古

体
歌
は
人
麻
呂
歌
集

の
中

で
も
初
期
に
属
す
る
。
と
す
れ
ば
当
該
歌
は
、
妹
勢
能
山
詠
十
五
首
の
中
で
も
最
初
期
の
詠
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
前
節
で
見
た
範
囲
の
内

で
言
え
ば
、

こ
の
時
期
に
妹
山
は
詠
ま
れ
て

い
な

い
。
し
か
る
に
当
該
歌
に
は
妹

勢
能
山
が
詠
ま
れ
て

い
る
。
と
す
る
と
妹
山
が
例
外
的
に
早
く
詠
ま
れ
た
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
持
統
朝
に
は
妹
山
が
ま
だ
歌
に
詠
ま
れ
て
い
な

い
と
い
う
前
節
で
の
結
論
を
基
に
し
て
い
え
ば
、
人
麻
呂
歌
集
に
は
平
城
遷
都
以
降
の
歌
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
妹
勢
能
山
詠
の
問
題
の
ひ
と
つ
が
あ
る
。

人
麻
呂
歌
集

の
実
態

の
問
題
は
、
す
ぐ
れ
て
万
葉
集
編
纂
の
問
題
で
も
あ
る
。
伊
藤
博
著

『萬
葉
集
の
構
造

と
成
立
』
〔上

.
下
〕

(
一
九
七
四
年
、
塙
書
房
)
が
明
解
明
晰

に
説

い
た
よ
う

に
、
万
葉
集

は

「
古
」
と

「
今
」
と

の
対
比
構
造
を
も

有
し
て
い
る
。
そ

の

「
古
」

の
部
分
を
担
う
有
力
な
存
在
が
、
人
麻
呂
歌
集

で
あ
る
。
も
し
当
該
歌
が
天
武

・
持
統
朝
で
は
な

い
、

平
城
遷
都
以
降
の
新

し

い
時
期
の
作

で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
歌
は

「古
」
を
担
う
歌
と
は
言

い
難
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
ひ
と

つ
の
明
解
な
解
答
を
示
し
た
の
が
、
稲
岡
耕
二
論
文

「大
名
持
神
社
と
人
麻
呂
歌
集
」

(『萬
葉
』
第

一
八
八
号
、

前
掲
)
で
あ

っ
た
。
稲
岡
論
文
は
、
本
稿
ニ
ー
五
で
検
討
し
た
、
古
今
集
巻
第
十
五

「恋
歌
五
」
に
収
め
ら
れ
た
歌

な
が
れ
て
は
妹
背

の
山
の
な
か
に
落

つ
る
吉
野
の
川
の
よ
し
や
世

の
中

の

「妹
背
の
山
」
は
、
紀
伊
国
の
妹
背

の
山
で
は
な
く
、
吉
野
の
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
当
該
古
今
歌
が
、
古
今
伝
授
秘
伝
歌
と
し
て
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古
代

・
中
世
を
通
じ
て
広
く
親
し
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
「古
今
集
以
前
、

つ
ま
り
万
葉
時
代
か
ら
吉
野
の
妹
背
山

は
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
」
と
認
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
吉
野
の
妹
山
の
麓

に
あ
る

「大
名
持
神
社
」
(大
和
国
吉
野
郡
、
祭
神
は
出
雲
の

大
己
貴
神

〔大
国
主
神
〕)
は
斉
明
朝
に
勧
請
さ
れ
た
、
古
代
か
ら
社
格
が
非
常
に
高
い
神
社
で
あ
り
、
ま
た
持
統
天
皇

の
吉
野
行

幸

の
道
筋
に
あ

っ
た
と
の
先
行
研
究

(和
田
葦

「倭
成
す
大
物
主
神
」
『大
美
和
』
第
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
三
・
七
、
大
神
神
社
発
行
)
を
踏
ま
え

て
、
「
人
麿
歌
集
古
体
歌
に
見
え
る

「妹
勢
能
山
」
は
紀
伊
国
で
は
な
く
」
、

大
名
持
神
社
の
社
殿
背
後
に
見
え
る
妹
山
と
、
吉
野
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
の
背
山
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ

っ
・た
。
斉
明
朝
に
勧
請

さ
れ
た
国
土
経
営
の
神

「大
名
持

(大
穴
道
)」
を
祭
る
社
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
か
ら
、
人
麻
呂

の
想
像
は
お
の
ず
か
ら

国
土
創
成
期
に
ま
で
及
び
、
以
後
な
が
く
夫
婦
親
和
の
範
型
と
し
て
あ
り

つ
づ
け
る
二
山
に
対
す
る
讃
嘆
の
心
を
表
わ
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

と
結
論
づ
け
た
。

つ
ま
り
、
人
麻
呂
歌
集
所
出

の
14
の

一
二
四
七
番
歌
に
歌
わ
れ
た

「妹
勢
能
山
」

の
み
が
、
万
葉
集
の
他

の
妹
勢

能

山

(紀
伊
国
)
と
は
所
在
を
異
に
し
た
、
吉
野
の
妹
勢
能
山
で
あ
る
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
考

え
る
な
ら
ば
、
14

の

一
二
四
七
番
歌
の
み
が
、
万
葉
集
に
お
け
る
妹
勢
能
山
詠

(紀
伊
国
)

の
時
間
軸
か
ら
外
れ
る
と
い
う
問
題
は
、
す

っ
き
り
と
解

消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
14
の

一
二
四
七
番
歌

の
み
を
、
そ
の
よ
う

に
吉
野
の
妹
勢
能
山
を
詠
ん
だ
も

の
と
考
え
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
点
も
少

な
く
な

い
。
ま
ず
、
斉
明
朝
に
勧
請
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

「大
名
持
神
社
」
の
存
在
は
、
『延
喜
式
』
「神
名
帳
」
に
明
確
に
確
認

さ
れ
る
も
の
の
、
「
妹
山
」
「背
山
」
の
存
在
の
確
認
が
十
分
に
出
来
て
い
る
と
は
言

い
難

い
。

こ
こ
で
も
古
今

集

の

「な
が
れ
て

は
」
の
歌
が
ひ
と

つ
の
決
め
手
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
と
て
吉
野
の

「妹
山
」
「
背
山
」

の
存
在
を
伝
え
る
も

の
と
は
言

い
難
い
こ
と
は
、
先
に
ニ
ー
五
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
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さ
ら

に
も
し
当
該

一
二
四
七
番
歌
の
妹
勢
能
山
が
、
吉
野

の
そ
れ
で
あ
る
な
ら
、
吉
野
行
幸
の
道
筋
に
面
し

て
在
る
妹
勢
能
山

が
、
な
ぜ
万
葉
集

に
か
く
も
唯

一
孤
立
し
て
存
在
す
る
の
か
。
し
か
も
持
統
朝
に
は
三

一
回
と
た
び
ま
ね
く
吉
野
行
幸
が
実
施
さ
れ

た

の
で
あ
る
、
も

っ
と
関
心
が
は
ら
わ
れ
、
歌
に
詠
ま
れ
て
も
よ

い
は
ず
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
持
統
四
年
に
、
阿
閑

皇

女
が

「大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と
い
ふ
名
に
負
ふ
勢
能
山
」
(-
の
三
五
番
歌
)
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、

持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
時
に
、
吉
野
に
も

「勢
能
山
」
が
存
在
し
た
の
な
ら
、
同
名
の

「勢
能
山
」
が
注
目
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
万
葉
集
に
は
他
に

一
首
も
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
巻
七
の
編
纂

・
構
成
と
い
う
面
か
ら
見

て
も
疑
問
は
残
る
。
当
該

一
二
四
七
番
歌
は
、
巻
七
雑
歌
部

の
中

の

「罵
旅
作
」

(⑦

=

六
一
ー
一
二
五
〇
の
計
九
〇
首
)
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

「罵
旅
作
」
の
項

の
前
に
は
、
「芳
野
作
」

(⑦

=

三
〇
⊥

;

西

の
五
首
)、
「山
背
作
」
(⑦

=

三
五
ー
=

三
九
の
五
首
)、
「
摂
津
作
」

(⑦

=

四
〇
ー
=

六
〇
の
二
一
首
)
が
配
さ
れ
て
い
る
。

当
該

一
二
四
七
番
歌
を
冒
頭
に
据
え
た
、
人
麻
呂
歌
集
所
出
の
四
首
歌
群

(⑦

一
二
四
七
ー
一
二
五
〇
)
は
、
渡

瀬
昌
忠
著

『萬
葉

集
全
注
』

〔巻
第
七
〕
(
一
九
八
五
年
、
有
斐
閣
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「巻
七
撰
者

に
よ

っ
て
、

一
首
ず

つ
ば
ら

ば
ら
に
、
人
麻
呂

歌
集

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
抜
き
出
さ
れ
て
、
こ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
も

の
」
で
は
な
く
、
「人
麻
呂
歌
集

の
略
体
歌
部

に
お
い
て
、

こ
の

四
首
は
明
確
な
鵬
旅
作
た
る

一
二
四
七
に
率

い
ら
れ
て
ま
と
ま

っ
て
い
た
」
「
旅
の
宴
席
で
謡
わ
れ
る
歌
と
し
て
人
麻
呂
に
よ

っ
て

作

ら
れ
た
、
四
首

一
組
」
の
歌
群
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
四
首
歌
群
が

「暴
旅
作
」
の
項
の
中

に
収
め
ら
れ
た
の

は
、
同
じ
く

「
羅
旅
作
」

の
項

の
中
に
五
首

(⑦

二

九
三
、
一
二
〇
九
、
一
二
一
〇
、
=

一〇
八
、
一
二
=

)
連
続

し
て
収
め
ら
れ
て

(2
)

い
る
、
紀
伊
国

の
妹
勢
能
山
歌
群
に
引
か
れ
て
の
こ
と
に
違

い
な

い
。

も
し
当
該

一
二
四
七
番
歌
の
妹
勢
能
山
が
、
吉
野
の
そ
れ
で
あ

っ
た
な
ら
、
当
該
四
首
歌
群
は

「
芳
野
作
」

の
項
に
収
め
ら
れ
た

は
ず

で
あ
る
。
ち
な
み
に

「
罵
旅
作
」
の
項

の
中
に
、
吉
野

で
の
作
は

一
首
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
「芳
野
作

」
の
項
に
収
め
ら
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れ
た
五
首
の
歌
を
み
る
と
、
「見
れ
ば
か
な
し
も
」

(
二

三
〇
)、
「
今
日
見
れ
ば
」

(
=

三
一
)、
「う

つ
つ
に
も
見
て
け
る
も

の
を
」

(
=

三
二
)、
「我
か

へ
り
見
む
」
(
=

三
三
)
と
、
吉
野
の
地
を
見
る
こ
と
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
吉
野
の
地
を
讃
え
る
こ
と

で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
重
き
を
置
い
て
歌

っ
て
い
る
。
当
該
歌
も

「見
ら
く
し
よ
し
も
」
と
、
妹
勢
能
山
を
讃
え
て

い
る
。

こ
れ
は

人
麻

呂
が
吉
野
で
詠
じ
た

「水
そ
そ
ぐ

瀧

の
都
は

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
(①
三
六
)
と
同
様

の
表
現
で
あ
る
。
当
該

一
二
四
七

番
歌

が
、
吉
野
の
詠

で
あ

っ
た
な
ら
、
巻
七
編
者
は
迷
う

こ
と
な
く
、
「覇
旅
作
」
の
項
で
は
な
く
、
「芳
野
作
」

の
項
に
組
み
込
ん

だ
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
う
な

っ
て
い
な

い
の
は
、
当
該
歌
は
吉
野
の
作
で
は
な
い
と
、
少
な
く
と
も
巻
七
の
編
者
は
そ
う
判

(
8
)

断
し

た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上

の
よ
う
な
疑
問
と
そ
の
検
討
の
結
果
、
当
該
の

一
二
四
七
番
歌

の
妹
勢
能
山
が
吉
野
の
そ
れ
で
あ
る
と
認
定

す
る
こ
と
に
は

躊
躇

せ
ざ
る
を
え
な

い
。
吉
野

の
妹
背
の
山
が
市
民
権
を
得
る
可
能
性

が
出
て
く
る
の
は
、
古
今
集

の

「な
が
れ

て
は
」
の
歌

(た

だ
し
前
述
の
と
お
り
、
本
稿
は
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
た
妹
背
の
山
も
、
紀
伊
国
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
る
)
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
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三
1
二

人
麻
呂
歌
集
所
出

の
妹
勢
能
山
歌

が
提
起
す
る
も
の

前

項
三
1

一
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
人
麻
呂
歌
集
所
出
の

一
二
四
七
番
歌

の
妹
勢
能
山
を
吉
野
の
地
に
求
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で

あ
り
た
い
。
と
す
る
と
、

一
二
四
七
番
の
妹
勢
能
山
詠
が
、
万
葉
集
に
お
け
る
妹
勢
能
山
詠
の
時
間
軸
か
ら
外
れ
て

い
る
と

い
う
問

題
は
振
り
出
し
に
戻

っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
二
四
七
番
歌
の
表
現

・
内
容

の
具
体
に
即
し
て
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。

岩

下
武
彦

「
人
麻
呂
歌
集
古
体
歌

の
位
相
1

「妹
勢
能
山
見
吉
」
(7
・
一
二
四
七
)
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
i
」
(『フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大

学

国
文
学
論
叢
』
〔日
本
文
学
科
創
設
一二
+
周
年
記
念
〕

」
九
九
五
・
六
)
は
、
当
該
歌
の

「見
ら
く
し
よ
し
も
」
と

い
う
土

地
讃
め
の
表
現
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を
対
象
と
し
て
考
察
し
、
人
麻
呂
歌
集
の
位
相
を
確
か
め
た
。
岩
下
論
文
は
、
記
紀
歌
謡
を
は
じ
め
と
す
る
土
地
讃
め
の
詞
と
、
当

該
歌
の

「
見
ら
く
し
よ
し
も
」
と
を
比
較
対
照
し
検
討
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。

一
二
四
七
歌
は
、
⑪

(記
歌
謡
41
)
や
ω

(記
歌
謡
53
)
の
呪
的
発
想
を
記
載
の
レ
ベ
ル
で
脱
け
出
し
た
所

で
、
「見
る
」
こ
と
に

よ

っ
て
讃
め
る
段
階
か
ら
、
「見
る
」

こ
と
を
讃
め
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
見
え
る
対
象
を
讃
め
る
表
現

へ
と
変
容
し
た
の
だ

と
言
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
人
麻
呂
作
歌

の

「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
い
う
讃
め
の
言
葉
ま
で
は
、
も
う
あ
と

一
歩
と
言

っ
て

よ

い
だ
ろ
う
。

記
紀
歌
謡
等
の
土
地
讃
め
詞
章
を
脱
し
て
、
歌

の
記
載
段
階
に
入

っ
た
人
麻
呂
歌
集

の
新
し
さ
を
確
か
め
た
。

神
野
志
隆
光

「暴
旅
歌
覚
書
-
人
麻
呂
歌
集
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(上
田
正
昭

・
南
波
浩
編

『日
本
古
代
論
集
』

一
九
八
〇
年
、
笠
間
書
院
)

は
、
「
七
世
紀

の
段
階
で
、
律
令
国
家

へ
む
か
お
う
と
す
る
中
央
集
権
国
家
の
実
現
し
て

い
く
新
し

い

く交
通
V
に
お
い
て
、
新
し

い
質

の
旅
の
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
な
か
で
、
そ
れ
を

「
口
諦
か
ら
記
載

へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
る
歌
が
、
ど

の
よ
う
に
ひ
き
う
け

て
い
っ
た
か
」
と
い
う
視
点
で
羅
旅
歌
を
見
通
そ
う

と
し
た
論

で
あ
る
。
こ
の
中
で
当
該

一
二
四
七
番
歌
を

含
む
四
首

(⑦

一
二
四

七
ー

一
二
五
〇
)
お
よ
び
巻
十
二

「暴
旅
発
思
」
部
に
収
め
ら
れ
た
人
麻
呂
歌
集
所
出

の
四
首

(⑫
三

一
二
七
～
三
一
三
〇
)
を
組
上
に

の
ぼ
せ
て
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
段
階
で
は
、
巻
七
、
巻
十
二
の
編
者
が

「羅
旅
作
」
と
し
て
採
択
す
る
に
十
分
適
う
歌
は
ま
だ

ほ
と
ん
ど
無
か

っ
た
こ
と
、
「旅

の
歌
を
、
編
纂
上
の
要
求
か
ら
人
麻
呂
歌
集
よ
り
採
ろ
う
と
す
る
と
き
、
奈

良
朝

の
感
覚
と
歌
集

歌
と
の
落
差
」
が
働
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
上
の
二
論
は
、
い
ず
れ
も
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
を
、

口
諦
か
ら
記
載

へ
と
転
換
し

つ
つ
あ
る
段
階
の
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
う

る
こ
と
を
、
表
現

・
内
容

・
当
時
の
社
会
状
況
の
具
体
に
即
し
て
確
か
め
て
い
る
。
二
論
の
貴
重
な
指
摘
を
め
ぐ

っ
て
、
本
稿
の
関

心
事
に
引
き

つ
け
て
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
岩
下
論
文
が
、
「
「見
る
」
こ
と
に
よ

っ
て
讃
め
る
段
階
か
ら
、
「見
る
」
こ
と
を
讃
め
」
る

385



万葉集研究

段
階

へ
の
変
容
を
見
通
し
た
こ
と
は
よ
く
理
解
で
き
納
得
で
き
る
が
、
た
だ
当
該

一
二
四
七
番
歌

の

「
見
ら
く
し
よ
し
も
」

の
表
現

に

つ
い
て
、

こ
の
表
現
は
、
人
麻
呂
作
歌

の

「見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」

の
表
現

へ
至
る
ま
で
の

「も
う
あ
と

一
歩

」
の
と
こ
ろ
に
あ

る
と
位
置
づ
け
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
限
定
し
て
規
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。
両
者

は
少
な
く
と
も
同

一
の
レ
ベ
ル
の
表
現
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
あ
る
い
は

「見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
と
い
う
宮
廷
讃
歌
に
お
け
る
慣

用
的
表
現
を
引
き

取

り

つ
つ
、
も
う
少
し
肩
の
力
を
ぬ
い
て
詠
ま
れ
た
の
が
、
「見
ら
く
し
よ
し
も
」
で
は
な
浄
っ
た
か
。

・

ま
た
神
野
志
論
文
が
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
う
ち
、
.当
該

一
二
四
七
番
歌
と
、
同
じ
く
㍉
羅
旅
作
」

の
項
に
収
め
ら
れ
た

一二

入

七
番
歌
、
そ
し
て
巻
十
二
の

「霧
旅
発
思
」
の
部
に
収
め
ら
れ
た
三

一
二
入
番
歌

の
三
首

の
み
が
、
「旅

の
作
」
と
言
え
る
数
少

な

い
例
だ
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
旅

の
歌
と

い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
当
該

一
二
四
七
番
歌
は
、
人
麻
呂
歌
集
略

体
歌

の
中
に
あ

っ
て
も
例
外
的
な
存
在
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
旅
の
歌
が
広
く
歌
わ
れ

一
般
化
し
た
時
期

(万
葉
後
期
)
の
歌
と
同

じ
性
格
を
、
当
該

一
二
四
七
番
歌
は
す
で
に
有
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
と
、
本
稿
な
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来

る
。

ま
た
当
該
歌

の

「
大
穴
道
少
御
神
の
作
ら
し
し
」
と
い
う
表
現

に
も
注
目
し
た
い
。

こ
の
国
作
り
の
二
神
を
取
り
上
げ
て
詠
ん
だ

歌

は
、
万
葉
集
中
他

に
三
首
見
え
る
。

い

は

や

大
汝
小
彦
名

の
い
ま
し
け
む
志
都
の
石
室
は
幾
代
経
ぬ
ら
む

(③
三
五
五
、
生
石
村
主
)

大
汝

小
彦
名

の

神
こ
そ
は

名
付
け
そ
め
け
め

名

の
み
を

名
児
山
と
負
ひ
て
9
我
が
恋

の

千
重

の

一
重
も

慰
め

な
く
に

・

・

「

(⑥
九
六
一二
、
大
伴
坂
上
郎
女
)

か
な

於
保
奈
牟
知

須
久
奈
比
古
奈
の

神
代
よ
り

言
ひ
継
ぎ
け
ら
く

父
母
を

見
れ
ば
貴
く

妻
子
見
れ
ば

愛
し
く
め
ぐ
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・(⑱
四

一
〇
六
、
大
伴
家
持
)

表
現

と
発
想
を
当
該

一
二
四
七
番
歌
と
共
有
す
る
が
、
こ
の
三
首
は
い
ず
れ
も
万
葉
後
期
の
作
で
あ
る
。
こ
の
三
首
が

一
二
四
七

番
歌

の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
さ
り
と
て
こ
の
表
現
と
発
想
に
古
層
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で

も
な

い
。

毛

ま
た
妹
勢
能

山
は
、
「妹
背
乃
山
」

(6
の
五
四
四
番
歌
)、
「妹
背
之
山
」

(7
の
=

九
五
番
歌
)、
「勢
能
山

・
妹
之

山
」
(9
の
=

九

三
番
歌
)、
「妹
与
背
之
山
」

(10
の
一
二
〇
九
番
歌
)、
「妹
与
勢
能
山
」
(11
の
一
二
一
〇
番
歌
)、
「勢
能
山

・
妹
」
(12

の
}
二
〇
八
番
歌
)、

「妹
乃
山

.
勢
能
山
」
(15
の
三
三

一
入
番
歌
)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
歌

の

「イ
モ
セ
ノ
ヤ

マ
」
と
同
じ
呼
称
を
持

つ
の
は
、
6

と

7
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
、
神
亀
元
年

の
作

で
、
十
五
首
の
中
で
最
も
新
し

い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
「イ

モ
ド

セ
ノ
ヤ
マ
」

で
は
な
く
、
当
該
歌
の

「
イ
モ
セ
ノ
ヤ

マ
」
と
い
う
連
続
し
た
こ
な
れ
た
呼
称
か
ら
は
、
山
名
が
す
で
に
人
口
に
胎
表
し
て
い
た
こ

と
を
思
わ
せ
る
。

以
上
当
該

一
二
四
七
番
歌

の
表
現
と
内
容
に
即
し
て
検
討
を
加
え
た
。
大
筋
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
当
該
歌

に
は
、
人
麻
呂
歌

集

略
体
歌
に
つ
い
て

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る

「古
さ
」
に
比
し
て
、
も
う
少
し
後
期
的
な
新
し
い
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

し
か
し
な
が
ら
本
稿
は
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
当
該
歌
が
人
麻
呂
歌
集
所
出
略
体
歌
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず

、
万
葉
後
期
の
作

で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し

、

前
稿

「巻
十

一
・
巻
十
二
の
場
合
ー
類
歌
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(『萬
葉
集
編
纂
の
研
究
-
作
者
未
詳
歌
巻
の
論
⊥

二
〇
〇
二
年
、
塙
書
房
。

初
出
は
}
九
九
九

.
一
二
)
で
、
人
麻
呂
歌
集
歌
と
出
典
不
明
の
作
者
未
詳
歌
と
が
類
歌
関
係
に
あ
る
歌
々
を
取
り
上
げ
て
、
両
者
に

類
歌
関
係
が
生
ず
る
様
相
を
観
察
し
た
。
結
果
、
両
者

の
関
係
は
、
人
麻
呂
歌
集
か
ら
作
者
未
詳
歌

へ
と
い
う

一
回
的

一
方
的
な
影
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響
継
承
関
係
に
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
も

っ
と
広
範

で
柔
軟
な
継
承
流
動
の
影
響
関
係
で
あ
ろ
う

こ
と
、

す
な
わ
ち
伝
諦

(人

々
の
口
と
耳
と
頭
の
中
に
あ

っ
た
歌
の
、
継
承
流
動
の
過
程
を
い
う
が
、

一
部
は
書
承
と

い
う
過
程
も
あ

っ
た
)
の
過
程

で
、

広
く

ゆ
る
や
か
に
生
じ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
人
麻
呂
歌
集

の
歌
同
士

の
間
に
類
歌
関
係
に
あ

る
も

の
が
あ
る
こ

と
、
あ
る
い
は
異
伝
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
人
麻
呂
歌
集
歌
そ
の
も
の
も
継
承
流
動
と
い
う
伝
論
の
波
を
か
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
伊
藤
博

「万
葉
集
の
成
り
立
ち
」
(『萬
葉
集
繹
注
』
〔+

一
、
別
巻
〕

一
九
九
九
年
、
集
英
社
)
は
、
人
麻
呂
歌
集

に
は
三
種
が
存
在

し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
ひ
と

つ
は

「常
体

(非
略
体
)
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
」、
ひ
と

つ
は

「詩
体

(略
体
)
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
」、

そ
し

て
い
ま
ひ
と

つ
は
、
上
記
二
集
が
伝
来
の
間
に
異
同
や
増
幅
を
う
け
て
成
り
立

っ
た

「異
本
詩
体

・
常
体
朝

臣
人
麻
呂
歌
集
」

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
個
々
の
人
麻
呂
歌
集
歌
が
伝
諦
の
波
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
歌
集
そ

の
も

の
も
伝
来
上
の
変
容

の
波

を
か

ぶ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
伊
藤
論
文
は
、
三

つ
目

の

「
異
本
詩
体

・
常
体
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
」
は
お
も
に
巻
十

二

の
供
給
源
と
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
当
該

一
二
四
七
番
歌
の
収
め
ら
れ
た
、
巻
七
雑
歌
部
の
後
半

に
採
ら

れ
た
人
麻
呂
歌
集

歌
も
そ
の
可
能
性
な
し
と
し
な

い
。
と
い
う

の
は
、
巻
七
の
雑
歌
部
は
前
半
部

(⑦

一
〇
六
入
～
=

二
九
の
詠
物
の
部
)
と
、
後
半
部

(⑦

一
一
三
〇
～
一
二
九
五
の
羅
旅
の
部
と
雑
の
部
)
に
分
か
れ
、
両
者
に
は
編
纂
上
の
隔
た
り
が
あ
る
。
後
半
部
は
、
前
半
部

の
編
纂

の

過
程

で
浮
上
し
て
き
た
編
纂
方
針

の
変
容
に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
と
思
し
く
、
歌
を
先
行
歌
集
か
ら
ほ
と
ん
ど
原
資
料

の
ま
ま
に

一
括

し

て
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
る

(前
稿

「巻
七
雑
歌
部
の
編
纂
」
『萬
葉
集
編
纂
の
研
究
』
〔前
掲
〕。
初
出
は
一
九
八
二

・
三
)。
略
体
歌
に
は
も

と
も
と
ほ
と
ん
ど
な

い
旅
の
歌
は
、

こ
う
し
た
異
本
人
麻
呂
歌
集
に
あ

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当
該

一
二
四
七
番
歌
と
同
じ
く
、
「暴
旅
作
」
の
項

の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る

一
一
入
七
番
歌
は
人
麻
呂
歌
集

略
体
歌
で
あ

る
。

神
野
志
論
文

(前
掲
)
が
略
体
歌
中
の
数
少
な
い

「旅

の
作
」
と
指
摘
し
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
前
後
に
羅
旅
歌
が
居
並

ぶ
中
、
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「右

一
首
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
出
」
の
左
注
を
付
さ
れ
て
、

一
一
入
六
番
歌

の
次
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
あ
り
方
に
つ
い

て
、

伊
藤
博

「「
人
麻
呂
集
歌
」
の
配
列
-
巻
七
～
巻
十
二
の
論
i
」
(『萬
葉
集
の
構
造
と
成
立
』
〔上
〕

一
九
七
四
年
、
塙
書
房
。
初
出
は
一

九
七

一
・
一
二
)
は
、
次
の
よ
う

に
考
え
た
。

こ
の

一
首
は
出
典
不
明
歌

の
中
に
も
人
麻
呂
集
詩
体
歌
の
中
に
も
あ

っ
た
も

の
で
、
そ
の
こ
と
に
気
づ

い
た
編
者
が
、
人
麻
呂

集
の
方
を
重
視
し
て
、
出
典
不
明
歌

の
方
の
表
記
を
詩
体
歌
の
方

の
そ
れ
に
改
め
た
上
で
、
人
麻
呂
集
所
出

で
あ
る
こ
と
を
注

記
し
た
と
見
る
べ
き
で
な
い
か
。

(
9
)

本
稿
も

こ
の
推
定

に
賛
成
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

=

八
七
番
歌
は
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
が
作
者
未
詳
歌

の
間
に
広
く
流
布

し
享
受
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
格
好

の
例
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
。
略
体
歌
の
中
で
も
同
様

の
位
置
に
あ

る
、
当
該

一
二
四

七
番
歌
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
同
様

の
こ
う

い
っ
た
伝
諦
流
布
の
過
程
を
有
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

一
二
四
七
番
歌
に

見
え

た
、
あ
る
種

の

「後
期
的
な
新
し
さ
」
も
、
こ
う
し
た
人
麻
呂
歌
集
歌
の
広
範
で
柔
軟
な
継
承
流
動
の
中
に
生
じ
て
き
た

「後

期
的
な
新
し
さ
」

で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

人
麻
呂
歌
集
に
、
勢
能
山
で
は
な
く
妹
勢
能
山
を
詠
ん
だ
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ

る
い
は
こ
う
も
考

え
る

こ
と
が
出
来
る
。
そ
も
そ
も

=
二
〇
〇
年
前
と
い
う
時
代
の
、
時
間
と
空
間
の
膨
大
な
広
が
り
を
思
う
時
、

そ
し
て
残
さ
れ
た

資
料

は
そ
の
膨
大
な
時
間
と
空
間
の
中

の
芥
子
粒
の
ひ
と

つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
思
う
時
、
十
五
首
の
妹
勢
能
山
歌
を

一
筋

の
縄
で

括
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
危
う
さ
を
思
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
天
武
朝
に
勢
能
山
か
ら

「妹
」

を
連
想
し
た
人
が
い
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
二
四
七
番
歌

の
作
者
は
、
国
作
り

の
神

「大
国
主

の
神

」
を

「
大
穴
道
」

と
呼

ん
で

「山
を
作

っ
て
は
大
き
な
穴
を
道

に
あ
け
て
歩
い
た
巨
人
の
イ
メ
ー
ジ
」
(渡
瀬
昌
忠
著

『萬
葉
集
全
注
』
〔巻
第
七
〕)
を
ふ
く

ら
ま

せ
る
ほ
ど
想
像
力
の
豊
か
な
人
で
あ

っ
た
。
勢
能
山
に
、
男
女
二
神
が
組
み
を
成
し
て
生
ま
れ
て
く
る
神
生

み
国
生
み
神
話
を
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想
う
こ
と
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
発
想
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
歌
が
、
例
え
ば
丹
比
笠
麻
呂
、
春
日
蔵
老
た
ち
の
耳
に

触
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
膨
大
な
空
間
を
擁
し
た
世
界
で
あ
り
、
し
か
も
情
報
の
ご
く
限
ら
れ
た
世
界
で
の
出
来
事

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
10
の

一
二
〇
九
番
歌
の
よ
う

に
、
妹
与
背
之
山
を
兄
と
妹

と
の
間
柄
と
し
て
詠
ん
で

(「
人
に
あ
ら
ば

母
が
愛

子
そ
」
)、
他
と
は
世
界
を
異
に
す
る
妹
勢
能
山
詠
も
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
が
見
て
き
た
時
間
軸

に
は
こ
う
し
た

柔
軟
な
許
容
範
囲
も
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

390

 

、

お

わ

り

に

妹
勢
能
山
の
歌
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
の
山
容
と
所
在
の
問
題
、
時
間
軸
に
沿

っ
た
詠
歌

の
あ
り
よ
う

の
問
題
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
人

麻
呂
歌
集
所
出
歌

の
編
纂
論
上

の
問
題
等
を
考
え
た
。
本
書

の
テ
ー

マ
で
あ
る

「編
纂

・
構
成
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
人
麻
呂
歌
集

所
出
の
妹
勢
能
山

の
歌
が
提
起
し
て
い
る
の
は
、
万
葉
集

の
編
纂
を

一
筋

の
縄
で
括
り
き

っ
て
し
ま
う

こ
と
の
危
う

さ
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

注

置

,

"

・

(
1
)

通

し
番
号

2
、

3
、
4
、

5
に

つ
い
て
は
、
そ
の
順
番

は
確
定

で
き
な

い
。
2
、

3
を

4
の
前

に
位
置
づ
け
た

の
は
、
3
の
作

者
が
還
俗

し

て
、
弁
紀
改
め
春

日
蔵
首
老

と
名
乗

っ
た
の
が
大
宝

元
年
三
月

(『続

日
本
紀
』)

で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
便
宜
的
な
措
置
で
あ

る
。
5

の
小
田

事

の
歌

に
つ
い
て
は
、
稲
岡
耕

二

「
大
名
持
神
社
と
人
麻
呂
歌
集
-
人
麻
呂
の
工
房
を
探
る

(其

の
三
)
1
」

(『萬
葉
』
第

一
八
入
号
、
二
〇
〇

四

・
六
)

の
考
証
と
そ

の
結
論
に
依

っ
た
。
た
だ
し
、
た
と
え
2
、

3
、
4
、

5
の
順
序
が
変
わ

っ
た
と
し
て
も
、
本
稿

の
論
旨

に
支
障

は
な

い
。
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(2
)

歌
番
号

が
連
続
し
な

い
の
は
、
「
覇
旅
作
」

の
項

の

一
部

(⑦

=

九
四
ー

一
二
〇
七
)
の
歌

の
配
列
順
序

の
原
形

が
、
『
国
歌
大
観
』

の
歌
番

号

の
順
序
と
異
な

る
た
め

で
あ

る
。
そ
れ
は

『国
歌
大
観
』

の
依

っ
た
寛
永
版
本

(そ

の
原
型
は
大
矢
本
)

の
そ
の
部
分
に
錯
簡

が
あ

っ
た
こ
と

に
よ
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
別

に
、

一
二
〇
九
、

一
二

一
〇
、

一
二
〇
八
番
歌

に

つ
い
て
も
、

こ
の
順
序

が
原
本
の
姿

で
あ
ろ
う

と
の
澤
潟
久
孝
著

『萬
葉
集
注
繹
』

〔巻
第
七
〕

(
一
九
六
〇
年
、
中
央

公
論
社
)

の
指
摘
に
従

っ
た
。

(
3
)

も

っ
と
も
当
該

の

一
〇
九
入
番
歌
は
、
紀
伊
道

の
妹
之
山
に

つ
い
て
は
、
世
間

の
う

わ
さ
を
基
に
し

て
歌

っ
て
い
る

の
で
あ

る
か
ら
、
実
際

の

景
観
と
比
較
し

て
判
断
を
下
す

こ
と
に
は
疑
問
も
あ
ろ
う
。
し

か
し
そ
の
う
わ
さ
は
実
際

に
妹
山
を
見
た
人

の
実
体
験
を
基

に
し
て
語
ら
れ

て
い

る

の
で
あ

る
か
ら
、
実
際

の
景
観
と
の
比
較
は
意
味
を
持

つ
と
考
え
る
。

ー

(4
)

河
岸

段
丘
に
沿

っ
た
道

筋
に
は
、
松
山
加
持
水
、
丁
の
町
流

れ
井
戸
、
茶
屋
出
流
れ
井
戸
、
森
井
戸
と

い

っ
た
古
く
か
ら

の
井
が
残

っ
て
お

り
、
今
も
清
水
が
湧
き
出

て
い
る
っ
ま

た
法
起
寺
式

の
伽
藍
配
置
を
有
し
て

い
た

こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
前
期

の
建
立
が
確
か
め
ら
れ
た
佐
野

(狭
屋
)
廃
寺
跡

(
『
日
本
霊
異
記
』
に
も

「狭
屋
寺
」

と
し

て
登
場
す

る
)
も
こ
の
道
沿

い
に
あ

る
。
さ
ら

に
神
護
寺
領
紀
伊
国

柞
田
荘
絵
図
に

描
か
れ

て
い
る
宝
来
山
神
社
も
あ
る
。
神
社

の
入
り
口
に
は
、
今
は
根
本

の
株
を
残
す

の
み
で
あ
る
が
、
「
船

つ
な
ぎ
松
」
と
呼
ば
れ
る
松

が
あ

っ
た
。
『
紀
伊
続
風
土
記
』

(仁
井
田
好
古
編
、
天
保
十
年

〔
一
入
三
九
〕
成
立
)

は

「
古
道
は
村
中

〔萩
原
村
〕
宝
来
山
明
神
の
社
前
を
過
き
て

フ
ネ
ツ
ナ
ギ

兄
山

の
北

の
方
を
越
え
た
り
と
い
ふ
。
今

明
神

の
境
内

に
舟

繋
松
と

い
ひ
て
、
往
古
舟
を
繋
き
し
古
松
と

い
ひ
伝
ふ
。
是

に
因

る
に
古

は
河
筋

も
今

の
街
道
よ
り
は
北
な
り
し
事
明
な
り
」
と
記

し
て
い
る
。

(
5
)

な
お
言

え
ば
、
筑
波
山
は
男
体
山

・
女
体
山
の
二
峰
を
持

つ
が
、

こ
の
二
峰

の
山
容
を
意
識
し
て
歌

に
詠
ん
だ
の
は
、
都

か
ら

の
旅
び
と
で
あ

ひ
こ
か
み

ひ
め
か
み

る
丹
比
国

人

(③

三
八
二
)

で
あ
り
、
高
橋
虫
麻
呂

(⑨

一
七
五
三
。
二
峰
を
男
神

・
女
神
と
詠
む
)

で
あ

っ
て
、

い
わ
ば
地
元

の
人
の
詠

で
あ

る
東
歌

・
防

た
歌
に
は
詠
ま
れ
て
い
な

い

(村
瀬
憲
夫
著

『万
葉
び
と

の
ま
な
ざ
し
1
万
葉
歌

に
景
観
を
よ
む
ー
』
二
〇
〇
二
年
、
塙
書
房
)
。

も
ち
ろ
ん
か
つ
て
は

「
擢
歌
会
」

の
行
わ
れ
た
土
地
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
地
に
住
む
人
々
は
二
峰
を
男
と
女

と
見
て

い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
東
び

と
に
と

っ
て
二
峰

は
空
気

の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
旅

び
と
は
異
国

の
山

の
二
峰

に
接
し
た
時
、
そ

の
山
容

に
と
り
わ
け
強

い
関

心
を

い
だ

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
8
の

一
〇
九
入
番
歌
も
、
異
国

(紀
伊
国
)

の
地
に
あ
る
妹

山
に
触
発
さ
れ
て
、
大
和
国

の
二
上

山
の
二
峰
に

目
を
と
め
た
歌
で
あ

る
。

(6
)

『古
今
秘
注
抄
』

『古
注

上
』
『
古
今
砂
』

『古
今
集
聞
書
』
『
難
波
津
泰
謳
抄
』
『
口
伝
』

と
い

っ
た
中
世

の
注
釈
書

に
当
該
古
今
集
歌

が
取
り

91

上
げ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば

『古
今
秘
注
抄
』
に

「紀
伊
国

ニ
イ
モ
ノ
山

セ
ノ
山
ト
テ
吉
野
川
ヲ

ヘ
タ
テ

・
サ

シ
向
テ
ニ
ノ
山
ア
リ
。

(中
略
)

3

舟
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一
説

ニ
ハ
此
山

ノ
外

ニ
イ

モ
セ
山
ト
テ
侍
リ
。

ケ

ニ
モ
タ

・
一
ノ
山
ノ
ヤ
ウ

ニ
イ

モ
セ
山
ト

ヨ
ミ
侍

リ
」
と

い
っ
た
注
目
す

べ
き
指
摘
が
あ

る
。

(
7
)

村
瀬
憲
夫
著

『
万
葉
の
歌
-
人
と
風
土
1
』

〔⑨
和
歌
山
〕

(
一
九
入
六
年
、
保
育
社
)
、

『万
葉

和
歌

の
浦
-
若

の
浦
に
潮
満
ち

て
ー
』

(
一
九

説

九
二
年
、
求
龍
堂
)
、
『紀
伊
万
葉

の
研
究
』

(
一
九
九
五
年
、
和
泉
書
院
)
、

『万
葉
び
と
の
ま
な
ざ
し
1
万
葉
歌

に
景
観
を
よ

む
ー
』

(二
〇
〇

二

年
、
塙
書
房
)
は
、
多
少

の
た
め
ら

い
を
示
し

つ
つ
も
、

い
ず
れ
も
妹
山
H
長
者
屋
敷
説
を
取

っ
て
い
る
。

(
8
)

一
二
四
六
番
歌

の
左

に
記
さ
れ
た
注

「右
件
歌
者

古
集
中
出
」

の
、
「右
件
」

が
ど

こ
ま

で
を
指
す

の
か
は
、
巻
七

の
編
纂
を
考
え

る
時
、
重

要
な
問
題

で
あ
り
、
橋
本
達
雄

「
万
葉
集
巻
七

『古
集
』

の
範
囲
」

(
『万
葉
学
論
孜
』

〔松

田
好
夫
先
生
追
悼
論
文
集
〕

一
九
九
〇

・
四
、
続
群

書
類
従
完
成
会
)
が
諸
説

(計
六
説
)
の
問
題
点
を
簡
潔

に
整
理
し
ま
と
め
て

い
る
。
も
し

「右
件
」
の
指
す
範
囲
に

「
芳
野
作
」
も
含
ま
れ
る

と

い
う
説
に
依
る
と
す
る
と
、
「
古
集

」
か
ら

一
括
し
て
採
択
さ
れ
た
歌
群

の
中
に
含
み
込
ま
れ
て

い
る

「
芳
野
作
」
の
項
の
冒

頭
か
も
し
く
は

末
尾

に
、
人
麻

呂
歌
集

の
四
首
歌
群
を
付
加
す
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
、
そ
れ
ゆ
え

「
古
集
」
か
ら
採
択
さ
れ
た

一
群

の
後
、
す
な
わ
ち
今
あ
る

位
置

(
一
二
四
六
番
歌

の
後
)

に
配
さ
れ
た
と
考
え

る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
本
稿
は

「右
件
」

の
指
す
範
囲
を
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な

い
。

一

一
九
六
番
歌
以
下
を
指
す
、
す
な
わ
ち

「
芳
野
作
」

は

「
古
集
」
所
出

で
は
な

い
と
考
え
る

(前
稿

「
巻
七
雑
歌
部
鵬
旅
歌
群

の
配
列
」

『萬
葉

集
編
纂

の
研
究
-
作
者
未
詳
歌
巻

の
論
1
』
二
〇
〇
二
年
、
塙
圭
旦
房
。
初
出
は

一
九
八
〇

・
八
)。

し
た
が

っ
て
当
該

の

一
二
四
七
番
歌

が
も

し

吉
野

の
作

で
あ

っ
た
な
ら
、

こ
の
歌
を

「
芳
野
作
」

の
項
に
組

み
込
む
こ
と
は
出
来
た
は
ず

で
あ
る
と
考
え
る
。

(
9
)

こ
の
伊
藤
論
文

の
推
定

に
対
し
て
、
渡
瀬
昌
忠
著

『
萬
葉
集
全
注
』

〔巻
第
七
〕
は
、

「そ
ん
な
編
集
手
法
を
窺
わ
せ
る
例

は
他
に
な
く
、
従

い

が
た

い
」
と
批
判
し
て
、
「
「
あ
び
き
す
る
海
人
…
…
」
と

い
う
歌

い
出
し
が
前
歌

の

「
あ
さ
り
す

る
海
人
…
…
」

の
歌

い
出
し
と
共
通
な
の
で
、

人
麻
呂
歌
集
か
ら
取
り
出
し
て
、
こ
こ
に
補
入
し
た
も

の
」

と
考
え
た
。
し
か
し
も
し
巻
七
が
そ
の
よ
う

な
編
集
方
法
を
取

っ
て

い
た
の
で
あ

る

な
ら
ば
、
同
じ
く
人
麻
呂
歌
集

略
体
歌
所
出

の

一
二
四
七
番
歌

(な

い
し
は

一
二
四
七
～

一
二
五
〇

の

一
連

の
四
首
)
も
、
「
羅
旅
作
」
中

の
妹

勢
能
山
歌
群

の
前

か
後

に
補
入
さ
れ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
伊
藤
論
文

の
推
定
を
よ
し
と
す
る
。




